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絹繊維の結晶性、配向性に関する二、三の問題

　　　　　　　　絹繊維の優れた柳111　勺，機械的働鰍掴礼が持っ遡度な綱，，】珊向性によるこ匂］万人の

　　　　　　　　認めるところである。しかるにこの間題に具体日ζ」に取り組んだ研究は比1｛怠的少く今後に残

　　　　　　　　された間題も少くないと思われる。そこで今匝1けオ子部石川助教授の学仲諭文t¶絹繊維の

　　　　　　　　微細構造に関すz・研究”はり二，三のll日題点剖嫌して紹介する。　（編集：部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
し絹繊維研究に関すz・偏獅1微鏡の応用　　　　　　2，液閃、胸結品化と・一一剣瀞

　繊ll…の研究に偏光顕微“自を利用する試みは叡力・ら行われ　　ある轍）・合成繊維で｝綱卿《態が：二齢、陪点以下の温度

ているが，近時合成繊維の発達とともにその利用はきわめて　　　に急冷』〕’ることにより』‘全非lll｛質の凝固戊C料が禽．られている

活発となってきている。しかるに絹繊維の研究rここれを利用　　　が，液状絹については1ド品質試料をrl三イP試ソ人ぱあ詑りffはれ

した例は：二・三にすぎない。　“　　　　　「　　　　　　　　　　ていないよらである。液状絹を常温で凝固させると染件によ

　偏光顕微蜘はって測定さ才し1ぱ光判側三至加∬肺柁　 ㌦・賜るい1ヱβ現のfl肋性剛謬肋が充励、るが，、これはx
酬折であり・繊維の構湖拳］鮭醗な関撤もっている。　榔勺にある御螂1｝，1碓してい・碗矧・，胃讃と曝へないは
特に複屈折は分子のW己向性と閃係し，屈折率は密度と関係し．　　た延仲L．て異方性i試料が得九れるがこオしがどの程度結1粘化し

ているため結品性と関係ずけらオしる訳であるがその詳細｝こ関　　ているかという問題は結川部分の解釈の仕方により，測定方

しては明らかでない・　　　　　　　　　　法で矧犠力くあるようで紘、。す紺。・らどの糊拠糸状分子
　絹繊維のこれらの鵬砲よ水分含猫によ・・て変胴一る　の平行配列部頒もつ・亡繍硫J蛙するか（ラテラルオづ
が，これの補正法も考案されており逆に水分率の測軍己結合　　　一の分布）によつて結品イヒ度の値1・こ蘂尤生じ，機械的性質と

水の推定にも利用されている・批醐刷翻折旧麟成　の1髄性も決。てくる訳で～セ硫その点で綱｛1酬己1搬と
分のわずかな変動にも鋭敏に対応して変化することから，種　　は分離レ酵ぎへζ、ことができないように4、思われる。このこ

々の化学的廻胆よって生づ兵繊細蹴醐化が推定され，　とから加水分解法αうるい貯ハ・。シビリチー）‡Xl刑鼠品，
反応率の測定に纈合様式の｝1£定に応用される・しかし絹繊　濯ミ（x線法）による卿：配向性に斑肌ており，Ile鋼n融
維の光学的性質の最も特長とするところは分ヨ配向機惜の検　　　（x線法）は配向性に1沃とんど無関係な値を示している。し

討であろう・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かし高度の配向試料も磁1い肛潤収縮で等方性1こ近い酉己向にな

　・絹繊維は精練あるいは加水分解等により可溶性成分は溶解「・　った場合，ほとんど添力性凝固試料のホli｛品化度にもどること

除去され，長時間処理後には難溶性の結61i領域が残漆として　　　から延仲にょって生じた結品部分は不安定ゐ：状態にあり，こ

残る。この残溢は光学的に均質であり高い複屈折を示すがx　　　の点で日己向性な考慮Lた精盲｛11化度は見かけの結品化度とすべ

線約にはまだ多くの非晶質を含んでいることが示されてい　　　ぎものとも考へられる。今後検討を要1”る開題’eあろう。

る㌧蹴綱酬。よる分子配向性噸か、蹄種圃㌶禦灘6蕊‡㌫1㍑繍灘
凝醗件により酬（折りたたまれた分子形態）から鯉（仲　質｝こ近い試料が1恥れるが，已、渥温に放置すれば徐々に
ばされた分子形態）への転移程度により’Kratky理論から　　再結晶化してβ刑凝固試料の縞旧化度にもどる。またα型か
幾多の背馳を示すが完全にβ型に転移する凝固条件の下では　　らβ型に転移する場合の結剛性の変化は，π胆で大きくαβ

K聰tkyの第1変形機構（遊離ミセル構造）に一致している。　　のまじり状態のとき最小値を示しβ型になるにしたがい再び

このこ、とから天然絹フィプロンは光学的に高度な配向性をも　　増加する。一フ∫セリシンの結晶目三は等プ∫状態におけるフィプ

つ繊維であることが擬される・また一方こ漉とりまくセ　。インのそれとコ（融く，鮒によつて賠・）、ツの加ミや

鷲灘聾欝警1議籔諾藁；繍擶元蕊纏嶽蒜㍍；岳論、；：蕊麟灌

　さらにまたセリシンおよびフィプロインの皮膜中には鍋11　　下する・このことはセリシソの堰適結品化条1〕：を見出すため

の生成することが発見され，セリシン方が球晶の発達が著し　　の有力なヒソトを与ぺるものであり，実川上かじも興味ある

くその光学性は正であり，フィプ中インでは負である。この　　問題と思われる。

ことからセリシンの球品刎∬｛折率楕円体の長輌轍射プ刑に　　さらに吐糸繊維化づ・る場合，絹糸腺内の日1物質はその融

フィプロインでは切線プ∫向にあることが明らかにされた。し　　’の状態ではα型に凝固すべき状態でlf拍三する，それが前部糸

かしこれは前述の遊離ミ如・構造と綱状ミセル構造によるも　腺より吐糸管に至る問｛」α1型からβ型に転移いさらに延伸

のかどう．か明らかでなく今後の問題であろう。さらに球品　　　されて繊維化されるものと推定され，この間におけるセ、リシ

の形態についても同一球品内で光学性正負⑳繰返される1司心　　ンの挙動などは今後十分検討を要する問題であろう。

剛やもの蹄り分怖態刷f究に利用され硝題齢んで　綱∬あ臓繊榔1螂‘重との関連性，繊細賊1鰍の｛剛
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点など別の機会にゆずる。
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かるく薫風にのせて一一一　’
　　　　　　　　　　　　　沢　　　路　　　雅　　　夫

　　「山」，「川」と1いても人それぞれの受けとり方があ9ノ　　に迫いまわされているよ．うで，おか1Lな話だが……」二の「人

でしょう。「サンセン」とも読めるし，太郎山や午曲川であ　　1｝ll」としたところを「私」とおきかえてみれば笑っても居ら

ったり，入試での合落の暗号であったり……。とにかく上nl　　れない切実さを感じる。

の山川も初夏らしくなってきました。　　　　　　　　　　、　機械がうんとヲ霞韮して記憶も判断もや2：・ことにオcれば，人

　このところ学部もいろいろ大事な開題が多いのでとかく会　　間に残された最も人間ll祝c仕：！］1：として残るのは「創造」以クト

議も多く，その時間も長びくようになってきています。そこ　　になくなってしまう。　（鍵1§礎学力を増強してアタ「“をネルの

で会議というものについて遅ればせながら懐疑をいだくよう　　もこの辺に利いてきそうだ。）

になりあれこれと夢のようなことを考えてみる訳です。　　　　　しかしまた，この創造の力や，誤刷’1彼c価値などというも

　もともと会議の大きな日的の一つが情報交換にあると考え　　　のは容観的な計姐：方法がないので，こんなところに‡、「人

るならば，能糊勺な情報交換の力法を鷲えなければならカにい　　1｝1］」のτ∬1自さがありそうナ三〇

ことになるが，いま我々の日常生活で惜報交換1こ関与する感　　　　機械の発達が著るしいとは云ってもまだ3：だ生物に比ぺて

覚の比率をみると，だいたい祝覚75％，聴覚15％，で残りが　　　及ぼない点が数々ある。下等｛k物1こおける化学物質な介した

味，ぺ胞，触覚となっている。あとは第六感ということになリ　　ホルモンによる個休の調節，描等動物での神経1こよる情報伝

そうですが，とにかくテレビとラジオを比較してもわかるよ　　迩など，まだまだ制御ユニ学ソ∫而では参考にt．，たいものばかリ

ケに……数個の思板な用意するなどして……祝覚を活かした　　　である。このような立場かP最近」CはBiOIlicS（〔k物1二’ヤXl）

会議で能率を上げることも考えられます。　　　　　　　　　　が盛んになり！）つある情勢です。

　会議と云えばlll会が連想さオしますが，私にはあのη〈得要領　　　Bionicsと｛；ヒ“k物系の知識で：1：学1「1〈」問題を解決す≧：’］支

な演説は，できる限り“あいまい度”と¶‘冗長度”を大にし　　　術”〉己あり生物の鋭敏な感覚器，」∫三確な情報の伝籏や処理，

ているとしか考えられない。しかし，だからと云って¶tあい　　　巧妙なサーボ機構などから暗示を得てそれを｛1｝‖御1芦系のト

まい度”を小さくすれば，あ’とで云い逃れが出来ない羽日に　　　に活かしてゆこうとす芝わけです。

川逢い，　目冗長度”を小さくすれば聞き漏らされる心配があ　　　学1［；円でも最近繊農学科が生物二1：二学的な方πliに進む傾向に

る。そこで長克と飾舌を用いればち，よっとくらい居眠りを　　　あることは欣こばしい次第ですが，上のノk物工学の定液か巨。

したり，トイレに立った人にも＾陥が通ずると云った算法なの　　考えて‡，この方面をやるのには広範田1の関係4沓一”《，

かも知れない。それはともかくとしても，日本刀は斬るとい　　　閃係者という言雫は狭い範酬にとられ・やすいので，その漱味

う日的に徹した“あいまいさ”のないところにその美があ　　ではむしろ無関係者……が集て〕て大いに学問的な立1易で川nt．

り，詩も亦冗長度を極度に切りつめた心象表現の純粋さにそ　　合いをしてゆく必要があり・そうに思われます。，

の美がある。結局は会議におし・てもおたがいに純粋なコZ場で　　　　このような会合がいろいろな立場で行オりれるならばおたが

の誠意のある情報交換が必要のようだ。　　　　　　　　　　　いが学問的にも尊敬し台いまた向ヒも1、，学部の将来日標と

　会議も一つ一つの机にSWを用意しておいてせめて簡単な　　いうようなものもそこから自然の形で生まれ川16のではない

ll議㌶：㌶ぽ㍑i濠6㌶㌶㌫蕊：鴛懸二罐㌘㌶ξ
　最近の人工頭脳は「記憶」や「試行鋭｛】1呉による探索や判　　　ある。

断」をすることは勿論「学劉さえできるように励つつ　この・上二［llのr川U絡人継呼けとりノ∫があるでい・
あり・将来は制御1経験をつみ重ね自己の「技能資格」を高め　　　う。だが，人工頭脳の覚える「山川」、はどうだろう，1巴ll、Li

る「自習装置1もできるだろうと云われている。「人間」も　　は幾年たっても「山」であり，いつまでも待っても春は来な

モタモタしては居られない。……考えてみれば何かロボット　　いだろう。　　　　　（雛若E学博士　計測エ学｛旦当）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　1＾　　　　…ぶ’　1“』の　〔『’　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i日本工業罐緬工場［綜合醐事一㌔・1
1

｝　　日本石綿紡織株式会社』
i
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

｛　　　　本社長野市三輪本郷
l　　　　　　TEL（2）6275（3）0093
i

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　’

　　土木建’築アスフアノレト舗装　　．

’上下水麟生酬璃酬肛i

　　　　　長野県上［11市大字儒亨入682　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　TEL（ヒ田）271．2071　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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　　　　　38年度入学式挙行　　　　㌶認馴瓢蕊2蝋耐亀‡岬姫路南高
　38年度繊維学部入学宜誓式は4刀12「1午前10時より母校講　　　鳥居　哲夫　愛知県川習館高　小林　長Zヒ　兵庫県抑戸高校

党で挙行された。入学許可者185名は次の通りである。　　　　　　　　　　校　　　　　　　金川　健男　鳥根県江沖高校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三『ミ山　正明　愛知県熱1｜1高校　宮原　　　勲　　岡山県倉敷ll『陵
　　　　　昭和38年度入学許可者氏名　　　、　　　　寺島　牙II人　三唖県海星高校　　　　　　青董校

㍑遮：罐・ト山に塾、1鮒・一麟麟辮1こ㈱僻工学科㈱

ll灘難㌫羅黙㌃li醸藷灘曇轡竃1竃‖

割冊乎鯨蟻酬iξ‘校側剛麹県il・1府嚥　　　 轍　　丁〒川ゼ1担制鰍測L儒
剛健一剛ぱ徽’剛卿」三・酬剛蛍　 撒機榊科（42名）　久保f輪二1、川缶校

糊哩光愛燃横獺高lll°昭二並蝋里鰍父　士多原勲醐道、聯酬盲杣｝蘭訓轍
　　　　　　校　　　藤谷正大1鄭酬r獺　　　　校　　　堀内巧l」噛枚
夏日　駿一　愛久n県旭丘高校　　　　　　高板　　　、．，　　上門　甚作　川Jt姻ミ油m東醐　北沢　忠夫　Ln哺嫁

近藤　　徹　愛知県桜台高校　㊤木　口彦　大阪府佐野1剥x　　　　　　　校　　　　　　渡辺　俊彦　」・川高伐

楠弥一郎 �H洲謬・呈6朧㌶㍑嬬難麟1！璽蕊ll召駿麟2
慧沢瓢耀濡瓢馴蕊左麟浦爪雄縣県釧、㍊‡鶴灘
上川二三邸［和歌川県桐蔭ll必6　　繊維工業化学科（4銘）　　　　　　　　　　高校　　　　　　m晶　忠治　長野高校

　’　　　　　校　　　　　　　　亀川　義夫　宮城県石巻高校　　　三凡　武雄　　Lm∬’ロ校　　　　　三浦袈裟弘　長野高校

川上　正起　福岡県戸畑高校　野中枯士夫　群鳴県桐生筒校　　　堀内　孝四　　L田高校　　　　W司村　紀雄　艮野高校

　紡織工学科（42名）　　　　石引　庸夫　千葉県安房高枝　　　渡辺　洋牢　L田高校　　　　北川　　健　松ム深志高｛忠

小林　洋平　茨城県水海道第　春田　孝次　新潟県明訓高校　　　馬場　克彦　上田高板　　　　矢ケ崎孝彦　松木県ケ丘高校

　　　　　　一高校　　　　　河合　義明　富川県魚津高伎　　　竹内　規央　上IT1高校　　　　水岸　一洋　諏訪清陵高校

渡辺　冶行　君Y馬県前橋高校　中村　武夫　山梨県日川高校　　　窪田　広延　E川筒校　　　　樋m　元保　木曾西高校
中谷　　勝　群馬県桐生高校　川崎　匡毅　上田高1交　　　　　飯塚　五郎　上田高校　　　　阪本　信治　岐阜ハ辱！大垣北高

板倉紘三東京都鷺の宮商滝沢浄人i孤繊　　　村田武文蜘繊　　　　　 校

　　　　　　校　　　　　　　高遠　祐一　上［n高校　　　　　　保柳　昌男　長野高敏　　　　菊地　輝男　静岡県沼津東高

土屋　二二郎　新潟県長岡高校　竹内　英一　十田高校　　　　　　伝田　邪彬　長野高狡　　　　　　　　　　　汝

坂本　敏夫　石川県富来高校　戸堀　勝利　．ヒ田高校　　　　　　藤森　武夫　長野高校　　　　子安美忠苧　静岡ハ駄浜松西高

乾秀雄’ 汕芟ｧ大野高校鳥居鉱市上m高校　 古川勝夫長野高校　　　秘
磯村　隆夫　上田高校　　　　小笠原健二二　長野高校　　　　　　宮下　　巌　松本県ケ丘高校　山円　降史　愛知県熱田高佼．

長谷川康夫上田融　　ll芋水秀雄長野敵　　　笠原昭宏松本県ケ丘敵大］：｝充雄愛棚轍須賀高
山辺挫二上田高校　　石川典雄大1町高校　　　胃瀬嘉英松木県ケ丘高校　　　校
宮原　健二　上田高校　　　　杉本　　彬　大町高校　　　　　　水沢　　武　屋代京高校　　　加藤　良一　愛知県向陽高板

柳沢　文薄　上田高校　　　　橋詰　i鏡辻　屋代東商校　　　　　熊木　　昭　序代東高校　　　上川　　隆　愛知県名占屋西

青木　勝義長野高校　　　　伊藤　　忠松本県ケ丘高校　　田中　方信　屋代東高校　　　　　　　　山校
大堀　　淳　松本県ケ丘高校　高山　公子　松本蟻ケ崎高校　　　佐々木勝啓　長町工染高校　　鈴木　勝也　夏知県津乱高板

内山　勝敏　松木県ケ丘高校　長崎　健雄　諏訪｝占陵高校　　　　塚田　　進　中条高校　　　　太田．克之　三屯県桑名高｛交

和m　弘松本県ケ縞校竹内　毅須坂西高狡　　塚田　真須坂西鹸　 光田健汁｝大阪1湖榔：は
安藤　　洋　屋代東高校　　　吉本＼彦文　飯田高校　　　　　　市野　勝正　岐阜県岐阜高枚　別府　rl］夫　春日丘高校

柄沢　　熟　屋代東高校　　　婿見　繁樹　岐阜県本巣高校　　　八田　征勝　愛知県中村高校　伊吹　降泣1大阪府寝屋川高

宮島、孝之　須坂西高校　　　後藤　太一　岐阜県岐川高校　　大井　宏延　愛知県半田高佼　　　　　　　校
元沢、健次　須坂西高校　　　大山　　勝　岐阜県中沖高k　　　岸田　正孝　大阪府生野高校　寸m　　稔　兵庫兜芦屋高杉く

小林　敏英　須坂西測校　　　岡本　　｛築　静岡県静岡高校　　　伊東　照ホ己　大阪府生野高校　坂n　　覚　和ll炊川県向陽高

引上今朝雄　須坂西高校　　　入子　∫1二弘　静岡県下田北i［ξ　　高橋　信誠　大阪府泉陽高校　　　　　　　鮫

岡村　照江　長野西高校　　　　　　　　　佼　　　　　　　　　三橋　健八　兵庫県姫路商枝　江口　江彦　長崎県諌早高校



・④舶．132（昭漁31年6月18日第3穂郵便物認可）千　　曲　　会　　報　　　　昭和3昨5田日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田席者氏名　　　、．　　　　　　　・　　　　　　　　　〃　　　　　岡日にじ場

　　　支会だより　　　慧泰劉‡B鍵彰漂翻1　凱1の歓迎の識嶽己鵬製‡念‡

　　　　襟川支会腱　　鶏瓢瓢‡謬馴諸讃灘欝曇；；；、。。輌の勉
　本年度総会は，県境を越えて情緒盤か　　　酒井淳夫（糸18）宮城忠夫（糸｜8）　　　．　　　　強が足りないでは駄n

∂鰯矢黙懸鱗錫竺誌㌫・馨蕊禦蕊㍑罐芸蕪㌶1｝　　　饒灘鵬離㍑
戯埴さん，川、彰久さん禍端顔蹄1三に対しまして‡・f細の御嫌”トさい村　　　　・1：・
ばせて馳せ参じて下さったの1こ除く頭よ磯詔：にもお願し・巾川・げます・　　撒｛副二酬剛繍い人の1山姉の

が下が認いで燥に嬉しかった。　　　　　　　（宮城記）　酬の御功獅こつい臨

闘繋㌶㌣㌶し罐（鍵塁ム馴鰍郎氏（蜥1綱パ編鍵麟！鑑；摺㌶
麟袈竃麟丁罐塁㌶溺‡鶏塁鶴㌶19難罐㌫1三‡瓢甑撒；蕊ご｝二

魏‡劉竺畿森罐畿±；金轡二懸舗㌫㍗葉‡㌶‡耀麟瓢繋
た。理糠の母校ならびに予曲会の状況　　　　　　　　　　つ別漉つげ編
報告は都合により明朝して戴くことにお　　紡織工学科学生　　 来年も亦岡山を訪ねて来ていただき度

許しを得て，自己紹介，昔話で和気陥々　　　　関西見学旅行団歓迎会開催　　　　いもゐだ゜

；㌶漂縞i欝麟も饗．　山眺蜘二野酬・’高岡幽㈱㊥端
けたので一たん宴醐じ知の斑胡‖オ1、艇歯例の獅紅学科燈1潤西鍵旅　蝿胡16［1高岡米治氏は欧米視察旅
たが1車を囲みつつ・杯を趣：ねるもの，ま　行聞15名が，今年は鈴木助教授に引率さ　行の為空路羽llヒはリニュー纐｛川こ向け

た飲み足りずi酬に夜の更けるのを忘れれ，』iL春の3月19日17．00岡1［1市に足跡出発さオuXし1た。その粕予会湖二壁1附Ill

飲み明かす講も見受けられたが，町まで　を印した。　　　　　　　　　　　　　陽支会長発案のもとに岡山倉敷地区有：白

発展して行くもの嚥かったようで成績　昨綱剛幽授が引率された故もあ，い鋼に依って相12｝杵後6嚇淑倉
は良好・やはり品のよい紳上の集りの会　　て野口教授から今年も昨年と同じように　敷駅前ミ粋来亭≒に方eいて催した。

である。翌軌入浴を済ませて8時から　との宿泊の用意を依頼されましたから，　　たまたま本年倉紡へ入社した高野凍洋
一同食‖善に集まった。食前に一杯傾けな　当日は岡山県在住千曲会澱と広島県東部　雄君を迎えることがで6㍉同君の歓迎会

がら先生のお縮襯糺継の移り変り地区雄千曲会員に学生の歓迎と交歓の・を繍ねることとな憾した。白己齢
を懐しんだ。ポロ酔となったところで，　計画を伝えた。　　　　　　　　　　　の後高岡氏を激励してピ同ルで乾杯，西

伊糠さんの鰍の始めて生れた山来話・　ところ岡ト肺馴町　　　　i㈱逗段噺殿打ちながら諦‡次酷改
飯島さんの・ロヨーク剛時代の眠卜　　剛1県社会酬撫［｛宿澗ジ米蹄のことでもちきりになり，又舶，
塚校長先生との文書往復縞認それに松　　当口集った千曲会山陽支会萎弐は次の5　江野村支会長を高岡氏と入り麟りに6月

崎氏の学校の名称にからむストライキ裏　氏であった。　　　　　　　　　　　　　19同より経営管理祝察日1として欧州から

話など醐の宴としては興味脂たるも　新三麺工業（株）水島醐至酬作所　綱に向けてL｝溌することを聞き，ホテ
のがあつたが，所用の人もあって校歌を　　　　　　　　　　　藤田六五生君・ルのlll，空港での事片や珍談まで飛び出
合唱後，千曲会万才を三唱して散会，三　　倉敷レイヨソ（株）刃梛所　　　　　　す中で瀞の一夜を和気あいあいの中に終

緬列・雨の熱海の町え散って行った・　　　　　　那須野昭嬬始し，8鵬騒ぎ散会した。次回は江野村
　次に新役員は次のとおり。　　　　　　　　　　〃　　　　岡山工甥　　　　　　支会長の壮行会を1〕目催する予定になって

　　支銭滋賊雄㈱8）　　　　　　　　測1和雌tおりますが・測村溺岡敵帰掴の際
網端弘㈱佐久間響竃繊撫當，村麟聯撚憲㌣謬1棚ものと

　　　　　　鮪（糸37）鵬酬　当日の繊寄囎｝蛾の砥であ。’尚鯛蹴，綱鰍。酬の欄布，
　　　　　　（学糸2）乾劇（学繊た．　　　　　　　シヤづ一酬繊の綱胴」セ蜻
　　　　　　化6）小林灘（学紡8）　鰍綱｛㈱酬・醐所　　　氏は451：摺］締され狼とぽっ疏り・
　　　　　飯島政信（学蚕8）　　　　　　　　　　　　　　　　近藤　清一君　　ます。　　　　　．　　　　（松田記）



一翌竺旦1旦＿＿＿竺＿些．き．．、報（昭棚1年6月18日第3翻郵便物躍可）舶．132㈲

＝ぽ騰罐；難総竃難‡1璽罐・驚　罐

㍊瓢灘勤麟㌶ま‘；；㌶㌶漂㌶刊・会皆篇購：＝霧；

｛、名㌫鐡川にひ＝：鑑讐賞羅羅繕謄㍊
藷礫購継難；嘉…撒騰鞍鵜蕊難i！藷蝶ii灘

翼篇≧㍑淵蕊籔1‖㌶鱗謬皇≧㌔職；謬1煕灘繍　｝㌶
れた

_潔玲轟撰瓢麟灘㌶塁驚瀦瓢繧繍・こえ



’（6）茄．132’（口召和314戸6月18目第3種郵便物認可）千　曲　会　報　　’昭和38年5月順

　　　本会記事　㍑㍑㌶≧㌶享竪：瓢獣㌫膓獅
　　　　鵯購会開催　　と②鎖辮発御つし・・授織見積3脚‥変　覧竺61髄酬

い澱㍗馴蹴・γトにつ蕊覇㌫舞霊鴛ぽ3霧㍑麟瓢竃
　①上田繊維科学振興会研究助1戎交伺申　更に協蔽する・

言青について既絵醐　爽のと才・幌出期　誠麟工F弓氏（蚕23）　　・　、酬38酷入戦挙行
限は4月15日で現在5件申請書提｝L｛さ才L　　笹本保雄氏（蚕15）県議選に当選　　　　4月12日午ni∫10時より講1‖引こおいて38

蕪警一酬導課・協数え㌶㌶㌶竺｝暗懸難蝦瓢魏長翌
　③理事会開催Flについて，信州大学教　長野県会議1‖母袋忠工門（蚕23回卒）　島学生音ll次昆安田駆1測も鍬蜥｜鱒

養都統合問題につい儲呈過な聴取し，千川梨県会11韻笹本保雄（蚕15回卒）課1亘が来学された・

曲会として対策協議のため5月初旬理事　　　なお4月30日frわれた市会瀧員選挙ぐこ

会を聞催することに決定。　　　　　　」1川：1令氏が」位当〕翼した。　　　　　　　　　　春季消防綜合訓練実施

　②三重支会総会に出席の野日雇郎］およ　　　　学　　内　人　　事　　　　敏な動作で演習は有意8量に終りあと泌評

1鐘馴灘葦＝学日＝㌶‡㌶纏・が濃‡1徽隠・忘㌫欝｛消

　　　酬会鮪醐の酬　慧‖｛撒酬）に鵬莫’搬　繊㈱職教購繍催
　刊姶館の飾型用について久しくセ　○相1鮒沢路雅制・師はイ訓大学4肋n（、ヒ）午後2iぽ肺1楯§ゼ

㌶蒜纂㌶雛還荒助教授（繊糊㈱二酬）・・鵬竺竺い熱卵齢・・開催さ蛾
道子さんが常勤することになりました。れた・　　　　　　　のレ噸を1繊した・
母校にお出かけの撫御利用下さるよう　04月1酬群1■火端沢俊治助乎は　1・聯1374｝三1鰍錐に閤する件
おすすめいたします。　　　　　　　　　信州大学助手（繊維学部繊維工業化学科）　　2，昭和38年度予累）：に凹する件

　なお宿泊規定は次のとおりです。　　・に発令された。　　　　　　　　　　　　　3，役員改選に関する件

　　　1泊すどまり　　100円　　　　　、　1　　　　　　新役員は〕轡の結果次の各氏が執行委
　　　憤（噸つき）200円　　　繊維工業和ヒ韓生工場見学　、飢。瀧した。

・欝1瀟鋤綱実費）いた学麟欝㌫r甑槻蕊蓉撫禦纏㌶
　　　　動静部委員会開催　　　　　　3月23日　東洋レFヨン滋賀工場　・　　委員　白倉一男，古平福紀，桜井善雄

・　4月24日動静部委員会を開催，関理事　　3月25日　日東電気KK　　　　　　　　　　　大工原建，内藤光雄，矢彦沢清充

遠藤理事外委員出席し①4月は官公会　　　　　　　朝日ピール吹田工場　　　　　　　　一の瀬匡興，香山展重，小松玲子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒト

1、　　伊藤武男先生退職記念寡金
i　前信州大学長，元繊維学部長伊藤武男先生退職記念募金次
iのとおり前月号に続いてご賛同がありました。要項ご了承の
1上奮って応募下さい。　　、

」　期　　限、　昭和38年6月末
Σ　応募金額　　川：1300円　ロ数ご随意
，　送り先　　信大繊維学部千曲会内　伊藤先生退職記念会

，　　　　　　伊藤武男先生退職記念募金応募者　　、

‘　1，200円　清水邦達
…　1，000円　　会田源作，矢木　博，岩1崎振郎，坂口　嘉人

；　　　　　　久保正人，桜井吉利，m中秀幸

…9°°円㌶元：纏合康籍’小iLl∬ヒ’柳沢粧

　　　600円　　西川悌雄，西川美津子，佐藤大二，滝沢常治
　　　　　　今村理則，・橋詰寿美雄，金田　久，林部良彦
｜　　　　500円　　　：メこ｜⊥1　昌虫

…　　300円　　山浦重男プ小幡　旭，岩下嘉光，小出　明良
…　　　　　　尾藤省鷲　大木定雄，戸谷和夫
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

千曲会員の宿

上田市外別所温泉

大展望風呂

上　　松　ふ屋

　　TEL塩田9
倉沢秀一（蚕30卒）

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　－，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂



昭和38割月旧　　　　千　曲　会　報（昭不胸31占F6月18日第3租郵便物認可）茄．132（7）

｝た。会員各位の丹校愛溌れる熱意に対し衷心より感謝叩し（　　’〔一「天「｝一　円…－r％
∫一［二げま寸一〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ヒ海道1　4「　　　7・000　　　　25・0

：轟1㌫芸≧‡繍雛㍑］1：㌶罐三…1駝1ほ；：器；1蕊：／

已鶴鵬1：　1：1　　　ii撫i‖llli｛

［「．ご竺∵；会麟治運奈竃1淵㍗禦i日淵竃1

。形繁災復艦申蹴名（・一：｝1㌍；：；ll…劉ll瓢＝
1；1；1［｛8禦髪認！㌧、　　　　ネ儲・一・’0・・1・…i・111・…i28・…

§竃謬・緬酬・卜太郎醐　　麟lli　2；：ll牝；：l　l：－1：1；11；1：器；

3，・・0円安部和（蚕13）　　　　　上小い251276・60・147・6i1141226，・0・］58L…

・1・，・罷i28，・田

　　　　　　　　　　　
20i　　43，000「　　　　54，000

17「38・000　45・000
251　　69，0001　　　　　49，000

i謡：；1；111：器1

121　　23，000・　　　　　52　000

東京支会1．0001・］’ n焔獄（糸胴）　　　1臓員｝4－3・000・　14113・00則　一
富山支会1・000円○塩m治夫（蚕38）　　　更埴13132・0°°…9・6，12i’31・…i　163・0・0
：㌘11’°°°lq酬綱］（糸19）°秋llllll侠繍誓i　7　；llL　3；：溺i　6；：1；li　2；；：1；l

ll：1；1腎麟劉　　、．　　　　⊇i‖－i；：器；瞬：㌍｝1；瓢　瓢；

…欝α翼i（ii難灘，細　灘｝iliiilぽ…iii　iiiii！㌶

1；lll＝罐眠卜1呆（卿　　学内14g叩’°°°1釧岬122α553i　411，°°°

；118

　　　　㌶罐閑；曝i闇㌶：1鴎‡，』陥、瓢；1謁、；：；8；一；1：lll

　　　　士居芳樹（糸27・兵庫）川r｝・1貞次（蚕23・兵庫）　　　’一　　　　　　…〔　『一’〃¶……　も…’｝　』…’…”…一　　　一一一　一



（8）舶．132（11召和31年6月18日第3孤郵便物諏可）千　　曲　　会　　報　　　　昭稠8栢月1日

　　　　会　　員　　動　　静　　　　蕊米；…護18畿璽撚糠墾il｛鵜纏講部

安部矛1唖1酬問綱…蹴粋校長㈱，1了　　　　　1麟；芽∫）㈹酬了願
　　　　　　　　　　　　天神町）　　　　．　　　　　矢島隆之助　糸　17上　小昭栄製糸株〕C会社ヒm二仁場長
大久保孝一　蚕　29　　〃　　片倉工業郡lll出張所原ホll課長　　　　　　　　　　　　　　　　　（上rll市）

石㌍掴・…1・「舶1；！‖‖≧、校（岡綱…午林酬…糸1°上小9；瓢6罐姦｛圏11W三）

　　　　　　　　　　　　堀）　（住）東筑1斜｛ll｝リ1科田Jl］．1　　赤尾　文顕　糸　24山　陽　広111㌧県商」二観光課（広島市）
　　　　　　　　　．　　，　　戊1ドr2749　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住）　り｛、1φ］｜∫｛…～｝リミ1｜lr　1り5公舎

石井　一郎　学糸5　凍　京　仁丹体温計1朱式会祉研究部第　　　　　　　　　　　　　　49号

　　　　　　　　　　　　2R‖1（∫鯨㈱1浴区1［r番硲2　深沢党紡20三噸大京紡↓蹴式斜ll‘端：1：場

大源口3は城繊r離、鰍（f肺岡木，繊雄，糊轍鋼離i㍑細働，
河｝・蚕18愛媛鐵策劉‖斐馴㌫（宮沢広之鞠、計，纏麟㌫灘鵠゜）
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編集蜜より

　入学学会等4∫］はとりわけ多忙であったせいか1足飛びに

初夏となった様な気がする。清新戦測な5月を称えよう。

　学園も機械学科研究室の完成，高分予研究所の建li生工引1完

成も近い，大学として真に充実した綜舘学府となることを期

待する。

　編集委員　小林尚一，香山清和，大屋　疋尚，小山　定，

　　　　　古平福紀，窪田　衛，大工原　建，滝沢連夫，

　　　　　小林　勝，亡1井　要範・　　　　　　　　　。
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